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辺
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ぜ
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福
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み
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本
山
直
藏
　
　
田
麦
立
　
下
だ
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渡
辺
恵
子
　
　
長
野
市

南
雲
敏
雄
　
　
坂
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と
な
り

高
沢
育
子
　
　
湯
之
島
　
上
の
山

黙
》

田
辺
慎
二

滝
沢
信
也

田
辺
幸
恵

山
岸
美
貴
子
達
宏
の
長
女

　
慎
一
の
三
男

　
信
栄
の
長
男

　
栄
次
の
三
女

う
　
ぶ
　
声

髄鯛随

1》入院付添さんの食事について

　申出により、米を持参された

方に1食当り30円で炊いてあげ

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

付
に
食
す
医
嵐
務
日
ん
飲
蛇

まいて

1〉代行医師の診察について

　五十嵐医師が不在（3日以上）

の時勤務される先生も、土曜の

午後、日曜、祭日には診療いた

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

代
五
時
後
ま
薬
め
た
年
2
9
日
4
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
せ
午
し
》
た

を飲む方、洗濯をしたい方の

に蛇口、物干場が完成しま

〉年末年始の休診について

　29日困までは平常どおり。

30日から1月3日まで休診。

　4日から診療を再開します。

（4日は火曜日で、湯本出張日

ありがとう
　ございました

共
同
募
金
叢
k
g
讐
　
層

　　　　∫，ρ、

灘尉
／ノ　　　　　　　　　…辱
滋
　
　
　
　

隔　　　r

　、　　　馴9　’

ρ
松之山町
社会福祉協議会

就
～
帷

小
野
塚
明
　
湯
山
下
屋

高
橋
美
津
枝
　
天
水
島
　
孫
　
甚

村
山
昭
雄
　
　
藤
内
名
　
東
　
屋

小
野
塚
留
美
子
中
　
坪
　
田
　
中

志
賀
一
誠

　
〃
恵
美

村
山
高
志

大
野
靖
教

小
口
珠
生

滝
沢
友
紀

秋
夫
の
長
男

勝
栄
の
長
女

良
一
の
長
男

博
の
長
男

公
夫
の
長
女

幹
夫
の
長
女

松
之
山

　
〃
新
　
山

松
　
口

　
〃
橋
　
結

観
音
寺

湯
　
山

天
水
越

福
原
　
誠

滝
沢
由
美

関
根
　
勝

樋
口
澄
枝

飯
塚
千
鶴

佐
藤
龍
治

竹
内
雅
子

草
村
知
宏

滝
沢
　
亮

佐
藤
美
帆

山
岸
正
幸

山
岸
利
通
　
　
新
　
山
　
　
上

志
賀
政
子
　
　
松
之
山
志
賀
野
屋
．

お
く
や
み

小
口
平
次
郎

樋
口
　
政
吉

村
山
　
政
平

山
岸
　
ツ
イ

中
島
竹
次
郎

涌
井
　
平
治

志
賀
　
正
雄

高
沢
与
三
郎

（7の（73）（73）（68）（90）（86）（93）（761

小
野
塚
源
太
郎
σの

滝
沢
　
ト
ミ
　
物

福
原
伊
佐
雄
㈹

高
橋
　
セ
ッ
　
σの

松
之
山
中
　
道

兎
　
口
寺
屋
敷

光
　
間
田
　
中

新
　
山
倉
の
下

水
　
梨
庄
　
七

　
　
谷

松
　
口
松
島
屋

湯
　
本
五
枚
田

湯
　
山
土
　
橋

天
水
越
日
の
出
屋

　
〃
　
坂
　
中

天
水
島
鴨
　
田

昭
治
の
長
男

忠
一
の
長
女

忠
一
の
長
男

英
男
の
二
女

哲
郎
の
二
男

一
善
の
二
男

茂
俊
の
二
女

好
信
の
長
男

正
彦
の
長
男

明
彦
の
長
女

紀
夫
の
長
男

編
集
さ

高
橋
　
カ
ウ
　
⑳

〃
　
石
松
㈲

重
野
　
ツ
ヂ
　
㈹

小
野
塚
吉
三
郎
㈹

渡
辺
　
竹
松
　
㈹

尾
花
喜
作
⑳

竹
内
　
チ
ヨ
　
㈹

山
ロ
　
ト
ィ
　
㈹

石
塚
　
万
藏
　
圃

樋
ロ
　
キ
ン
　
㈹

佐
藤
　
リ
キ
㈹

保
坂
春
吉
㈹

本
山
喜
太
郎
㈹

〃
　
フ
カ
　
0①

滝
沢
初
太
郎
㈹

佐
藤
源
太
郎
6①

高
沢
　
ツ
ギ
㈹

佐
藤
　
ヨ
シ
　
㈲

早
川
　
モ
ト
㈹

中
　
尾
彦
　
院

　
〃
　
久
　
善

上
蝦
池
家
持
屋

　
〃
　
七
え
ん

東
　
山
新
　
宅

曽
根
日
の
出
屋

湯
之
島
堂
見
屋
敷

　
〃
　
徳
之
助

湯
之
島
六
え
ん

田
麦
立
下
　
方

月
　
池
長
の
助

崩
　
田
と
の
院

樋
　
田
切
　
通

北
浦
田
桶
　
屋

天
水
越
彦
　
藏

　
〃
　
鹿
島
屋

湯
　
本
五
枚
田

中
立
山
　
後

月
　
池
　
堂

天
水
越

　
〃
藤
　
倉

中
　
尾

中
立
山

　
〃
崩
　
田

黒
　
倉

湯
　
山

藤
内
名

光
　
間

ろ
ん

◎
昨
今
の
流
行
語
に
“
手
づ
く
り
”

が
あ
る
。

　
ほ
か
の
分
野
で
は
、
技
術
革
新
が

進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
広
報
編
集
に

つ
い
て
は
百
年
一
日
の
如
く
、
変
化

な
し
。
と
も
あ
れ
、
少
し
で
も
と
努

力
し
て
み
た
が
、
さ
て
結
果
は
。

◎
今
号
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
ふ
と
こ

ろ
具
合
を
ご
被
露
し
ま
し
た
。

　
年
の
瀬
も
間
近
か
。
日
を
重
ね
る

た
び
に
財
布
が
軽
く
な
り
は
し
ま
せ

ん
か
。

◎
正
月
、
帰
省
さ
れ
た
方
に
“
ふ
る

さ
と
松
之
山
〃
の
幸
を
充
分
召
し
上

っ
て
頂
き
、
春
ま
で
の
頑
ば
り
に
備

え
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

◎
本
文
の
活
字
を
大
き
く
し
て
み
ま

し
た
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
（
山
口
記
）
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豪
雪
に
明
け
冷
害
で
暮
れ
た
昨
年

で
し
た
が
、
今
年
も
又
新
年
早
々
の

大
雪
で
み
な
さ
ん
さ
ぞ
お
困
り
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
昨
年
み
た
”
初
夢
〃
の
一
部

が
早
速
具
体
化
し
た
と
い
う
こ
と
で

町
内
の
各
地
か
ら
意
外
な
反
響
を
受

け
「
今
年
の
初
夢
は
何
で
す
か
。
」

と
の
お
問
合
せ
を
時
々
頂
載
し
て
は

苦
笑
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

　
町
が
五
十
二
年
度
に
お
い
て
行
う

事
業
の
中
で
金
額
的
に
み
て
大
き
な

仕
事
と
い
え
ば
「
自
然
休
養
村
セ
ン

タ
ー
」
と
「
松
里
地
域
簡
易
水
道
」

の
二
つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
一
億
三
千
万
円
位
の
費

用
で
、
こ
れ
ま
で
に
一
億
円
を
超
え

る
事
業
が
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
財
政
的
な
心
配
も
多
く
、

色
々
な
点
で
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
よ
り
も
私
の
一
番
念
願
し
て
い
る

の
は
高
校
の
改
築
で
す
。

　
こ
れ
は
、
町
費
に
直
接
関
係
な
く

　
こ
れ
か
ら
は

　
　
　
　
コ
ミ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

潅
排
と
基
盤
整
備
事
業
そ
れ
に
昨
年

か
ら
始
ま
っ
た
中
原
、
田
麦
立
の
基

幹
林
道
で
す
。

　
し
か
し
町
の
過
疎
化
は
進
ん
で
や

み
ま
せ
ん
。

　
昨
年
暮
の
総
選
挙
で
政
党
は
乱
立

（
？
）
し
、
多
党
化
の
傾
向
は
益
々

激
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
年
頭
か
ら
の
石
油
な
ど
原
油
の
再

ニ
テ
ィ
の
場
を

過
去
十
年
も
の
間
、
一
歩
も
進
み
ま

せ
ん
．
で
し
た
が
昨
年
あ
た
り
か
ら
、

急
速
に
進
展
し
、
今
年
こ
そ
正
に
夢

が
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
高
校
ば
か
り
で
な
く
、
今
ま
で
殆

ん
ど
な
か
っ
た
県
営
事
業
が
本
年
は

四
つ
に
増
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
即
ち
、
高
校
改
築
、
大
厳
寺
高
原

の
環
境
保
全
林
事
業
、
松
里
地
域
の

長

村
山
政
光

値
上
げ
、
或
は
漁
業
の
二
百
海
里
問

題
な
ど
政
界
、
経
済
界
と
も
に
不
安

要
素
が
一
杯
だ
と
新
聞
は
連
日
の
よ

う
に
報
じ
て
い
ま
す
。

　
反
面
、
評
論
家
は
こ
う
し
た
不
安

の
時
代
を
生
き
ぬ
い
て
い
く
に
は
、

庶
民
は
本
能
的
に
自
己
防
衛
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
し
、
　
「
個
の
発
展
、

個
の
確
立
」
こ
そ
急
務
だ
と
、
ま
る

で
百
年
前
の
西
欧
に
お
け
る
昔
話
を

持
ち
出
し
て
も
っ
と
も
ら
し
い
論
評

を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
論
評
こ
そ
全
国
千
三
百
の
過

疎
町
村
に
は
通
用
し
な
い
議
論
だ
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
過
疎
地
域
に
住
む
著
は
、

今
こ
そ
連
帯
意
識
を
強
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
は
、
単
に

機
械
化
や
省
力
化
の

た
め
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
の
連
帯
感
を
高

め
る
た
め
に
も
是
非

必
要
な
事
業
だ
と
私

は
考
え
ま
す
。

　
田
な
ら
し
と
基
盤

整
備
を
同
一
視
す
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
換
地
を
伴
う
意
味

で
本
質
的
に
違
い
ま

す
。
お
互
い
先
祖
伝

来
の
田
甫
を
出
し
合

　この計画は昭和46年に
町政の基本的指針として

　過疎からの脱却」をめ
ざして樹立したもので、

今までにその目標年次で

あった昭和57年にむかっ

て数々の事業などを講じ
てきたにもかかわらず残
念ながらこの課題も達成

出来ず、去る48年に第1
回の検討を加えました。

　しかし、その後の社会

経済などの情勢が変化し

たことに伴い今回第二回

目の見なおしをやり、重
要課題も「過疎防止のた
めの産業振興と若い労働

力の定着化」というよう

に具体的に編成され、大

きさもB5版（週刊紙大：

で130頁位の中に　写真
や図表を多く使用し、わ

かり易くまとめてありま

っ
て
基
盤
整
備
を
や
る
と
い
う
事
は
、

明
治
初
期
の
廃
藩
置
県
に
似
た
土
地

に
関
す
る
意
識
革
命
で
あ
り
、
こ
の

成
功
こ
そ
私
は
過
疎
を
止
め
る
第
一

歩
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
動
、
意
識
革
命

が
ど
ん
な
に
こ
の
松
之
山
に
必
要
で

あ
る
か
を
ご
認
識
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
わ
が
松
之
山
町
の
住
民
は
、
そ
の
先
祖
伝
来

の
勤
勉
性
と
協
調
性
に
あ
わ
せ
強
靱
な
忍
耐
力

に
よ
っ
て
豪
雪
、
地
す
べ
り
、
急
傾
斜
で
狭
あ

い
な
田
畑
な
ど
の
き
び
し
い
自
然
条
件
と
交
通
、

文
化
・
教
育
な
ど
各
方
面
に
わ
た
っ
て
恵
ま
れ

な
い
社
会
条
件
の
中
で
営
々
と
し
て
生
活
を
築

き
上
げ
る
と
共
に
次
代
を
に
な
う
多
く
の
人
材

を
生
み
出
し
て
き
た
。

過
疎
の
現
実
と
克
服
へ
の
対
応

　
今
、
松
之
山
町
は
わ
が
国
経
済
の
高
度
成

長
の
過
程
で
人
口
の
流
出
が
進
み
、
三
十
か

ら
三
十
五
年
の
五
年
間
に
そ
の
減
少
率
が
七
、

七
％
だ
っ
た
の
が
、
四
十
五
年
か
ら
五
十
年

の
五
年
間
に
二
十
、
六
％
と
加
速
度
的
な
人

口
減
少
に
陥
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
推
移
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に
ま
か
せ
れ
ば
十
年
後
の
町
の
総
人

口
と
そ
の
年
令
別
構
成
を
示
す
“
人

ロ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
〃
は
深
刻
な
姿
に
変

っ
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
数
年
後
に
は
新
入
児
童
ゼ
・
が
予

想
さ
れ
る
小
学
校
が
数
校
あ
る
と
い

う
実
態
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
児
童

生
徒
の
減
少
が
及
ぽ
す
学
校
教
育
へ

の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
問
題
と
な

っ
て
い
る
し
、
若
年
層
の
他
産
業
流

出
は
、
極
端
な
農
業
後
継
者
不
足
を

招
い
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
営

農
業
に
励
む
青
年
た
ち
の
結
婚
難
さ

え
招
来
し
、
現
実
に
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
実
態
に
直
面
し

て
い
る
今
こ
そ
、
我
々
は
過
去
い
く

度
か
試
練
を
乗
り
こ
え
て
き
た
。

　
そ
の
英
知
の
結
集
に
よ
っ
て
「
過

疎
」
防
止
と
、
住
み
よ
い
松
之
山
町

の
建
設
に
向
か
っ
て
勇
敢
に
立
ち
上

が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
町
と
し
て
は
、
常
に
「
住

民
自
治
」
の
姿
勢
を
堅
持
し
な
が
ら

町
民
と
共
に
青
年
た
ち
が
こ
の
地
に

根
を
張
り
、
枝
を
咲
か
せ
る
よ
う
な

「
町
づ
く
り
」
へ
計
画
的
、
積
極
的

か
つ
意
欲
的
な
施
策
を
講
じ
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
場
合
「
過
疎
」
の
主
因
が
農

業
立
町
と
し
て
成
立
し
て
き
た
松
之

山
町
で
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

農
業
所
得
が
他
産
業
の
そ
れ
と
比
較

し
、
大
き
な
格
差
を
生
じ
、
出
稼
ぎ

な
ど
農
外
所
得
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
態
と
な
り
、
し
だ
い
に
生
活

基
盤
を
町
外
に
求
め
て
き
た
結
果
で

あ
る
と
い
う
認
識
の
上
に
立
っ
て
、

何
よ
り
も
農
業
を
中
心
と
し
た
産
業

の
振
興
に
最
大
の
力
点
を
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
産
業
の
振
興
と
い
う
政

策
課
題
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
重

く
、
一
自
治
体
の
力
の
み
で
解
決
、

達
成
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。

　
町
は
こ
の
課
題
と
精
力
的
に
取
り

本
列
島
を
覆
っ
て
い
る
中
で
高
度
経

済
成
長
、
工
業
第
一
主
義
へ
の
反
省

と
、
世
界
的
な
食
糧
危
機
を
背
景
に

国
民
の
基
本
食
糧
の
安
定
確
保
へ
の

要
求
は
今
や
国
民
の
声
と
な
っ
て
い

る
。　
こ
の
こ
と
は
、
国
民
の
基
本
食
糧

と
し
て
の
米
を
は
じ
め
、
主
要
農
畜

産
物
の
産
地
で
あ
る
過
疎
地
が
改
め

て
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

組
む
一
方
、
国
県
に
対
し
て
も
国
・

県
政
の
立
場
で
強
力
に
振
興
策
を
図

る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
産
業
発
展
へ
の

　
　
　
　
新
し
い
息
吹
き

　
過
密
、
過
疎
と
い
う
凹
凸
現
象
と

工
業
優
先
が
も
た
ら
し
た
公
害
が
日

を
示
し
て
い
る
。

　
こ
こ
に
こ
そ
松
之
山

町
の
将
来
性
が
見
い
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
長
年
過
疎
に
ょ
っ
て

悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
た

松
之
山
町
に
も
新
し
い

息
吹
き
が
見
ら
れ
る
。

浦
田
地
区
を
中
心
に

「
米
プ
ラ
ス
和
牛
」
経

営
で
農
業
所
得
を
増
大

し
、
出
稼
ぎ
を
解
消
し

た
見
事
な
実
践
例
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

　
特
に
二
十
代
、
三
十

代
の
若
い
人
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
て

い
る
点
に
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

彼
ら
の
中
に
は
最
近
良
き
伴
侶
を
得

た
何
組
か
の
夫
婦
も
お
り
、
仲
間
は

勿
論
こ
れ
か
ら
農
業
に
取
り
く
も
う

と
す
る
若
い
人
た
ち
に
も
大
き
な
勇

気
を
与
え
て
い
る
。

　
こ
の
芽
を
大
切
に
育
て
て
い
く
こ

と
が
町
農
政
の
基
本
課
題
で
な
け
れ

ぽ
な
ら
な
い
。

　
ひ
と
度
町
外
（
都
会
）
へ
進
出
し

た
青
年
た
ち
が
、
町
を
見
直
し
故
郷

へ
戻
り
た
い
と
す
る
“
U
タ
ー
ン
志

向
〃
が
強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
最
近

の
傾
向
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
こ
う
し
た
青
年
た
ち
の
新
し
い

「
働
き
場
所
」
の
確
保
は
農
業
の
振

興
と
共
に
、
町
政
の
重
要
課
題
と
な

ろ
う
。観

光
と
自
然
休
養
村
事
業

　
十
年
後
（
昭
和
六
十
年
）
の
町
姿

を
展
望
す
る
時
、
産
業
、
経
済
分
野

で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
「
農

協
」
の
在
り
方
を
真
剣
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
営
農
指
導
の
強
化
に
よ
り
、
農
協

の
本
来
の
姿
で
あ
る
「
生
産
活
動
」

を
活
発
化
す
る
と
い
う
基
本
を
踏
ま

え
、
組
合
員
の
選
択
を
尊
重
し
つ
つ

合
併
に
よ
る
組
合
強
化
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
わ
が
町
に
は
、
郡
内
唯
一
、
越
後

三
名
湯
の
一
つ
「
松
之
山
温
泉
」
が

あ
る
。

　
こ
の
温
泉
を
拠
点
と
し
て
周
囲
に

は
、
大
厳
寺
原
牧
場
が
あ
り
、
天
水

越
キ
ノ
コ
園
、
湯
山
栗
園
、
中
原
緬

羊
牧
場
が
あ
り
、
農
林
漁
業
資
料
館

農
産
物
加
工
場
な
ど
の
完
成
に
よ
り
、

残
さ
れ
た
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ

ー
の
建
設
を
待
っ
て
、
独
特
な
“
観

光
農
業
〃
の
ス
タ
ー
ト
も
間
近
で
あ

る
。
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豪
雪
に
明
け
冷
害
で
暮
れ
た
昨
年

で
し
た
が
、
今
年
も
又
新
年
早
々
の

大
雪
で
み
な
さ
ん
さ
ぞ
お
困
り
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
昨
年
み
た
”
初
夢
〃
の
一
部

が
早
速
具
体
化
し
た
と
い
う
こ
と
で

町
内
の
各
地
か
ら
意
外
な
反
響
を
受

け
「
今
年
の
初
夢
は
何
で
す
か
。
」

と
の
お
問
合
せ
を
時
々
頂
載
し
て
は

苦
笑
し
て
い
る
昨
今
で
す
。

　
町
が
五
十
二
年
度
に
お
い
て
行
う

事
業
の
中
で
金
額
的
に
み
て
大
き
な

仕
事
と
い
え
ば
「
自
然
休
養
村
セ
ン

タ
ー
」
と
「
松
里
地
域
簡
易
水
道
」

の
二
つ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
一
億
三
千
万
円
位
の
費

用
で
、
こ
れ
ま
で
に
一
億
円
を
超
え

る
事
業
が
重
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
財
政
的
な
心
配
も
多
く
、

色
々
な
点
で
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
よ
り
も
私
の
一
番
念
願
し
て
い
る

の
は
高
校
の
改
築
で
す
。

　
こ
れ
は
、
町
費
に
直
接
関
係
な
く

　
こ
れ
か
ら
は

　
　
　
　
コ
ミ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

潅
排
と
基
盤
整
備
事
業
そ
れ
に
昨
年

か
ら
始
ま
っ
た
中
原
、
田
麦
立
の
基

幹
林
道
で
す
。

　
し
か
し
町
の
過
疎
化
は
進
ん
で
や

み
ま
せ
ん
。

　
昨
年
暮
の
総
選
挙
で
政
党
は
乱
立

（
？
）
し
、
多
党
化
の
傾
向
は
益
々

激
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
年
頭
か
ら
の
石
油
な
ど
原
油
の
再

ニ
テ
ィ
の
場
を

過
去
十
年
も
の
間
、
一
歩
も
進
み
ま

せ
ん
．
で
し
た
が
昨
年
あ
た
り
か
ら
、

急
速
に
進
展
し
、
今
年
こ
そ
正
に
夢

が
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
高
校
ば
か
り
で
な
く
、
今
ま
で
殆

ん
ど
な
か
っ
た
県
営
事
業
が
本
年
は

四
つ
に
増
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
即
ち
、
高
校
改
築
、
大
厳
寺
高
原

の
環
境
保
全
林
事
業
、
松
里
地
域
の

長

村
山
政
光

値
上
げ
、
或
は
漁
業
の
二
百
海
里
問

題
な
ど
政
界
、
経
済
界
と
も
に
不
安

要
素
が
一
杯
だ
と
新
聞
は
連
日
の
よ

う
に
報
じ
て
い
ま
す
。

　
反
面
、
評
論
家
は
こ
う
し
た
不
安

の
時
代
を
生
き
ぬ
い
て
い
く
に
は
、

庶
民
は
本
能
的
に
自
己
防
衛
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
し
、
　
「
個
の
発
展
、

個
の
確
立
」
こ
そ
急
務
だ
と
、
ま
る

で
百
年
前
の
西
欧
に
お
け
る
昔
話
を

持
ち
出
し
て
も
っ
と
も
ら
し
い
論
評

を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
論
評
こ
そ
全
国
千
三
百
の
過

疎
町
村
に
は
通
用
し
な
い
議
論
だ
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
過
疎
地
域
に
住
む
著
は
、

今
こ
そ
連
帯
意
識
を
強
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
を
広
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
地
の
基
盤
整
備
事
業
は
、
単
に

機
械
化
や
省
力
化
の

た
め
ば
か
り
で
な
く
、

地
域
の
連
帯
感
を
高

め
る
た
め
に
も
是
非

必
要
な
事
業
だ
と
私

は
考
え
ま
す
。

　
田
な
ら
し
と
基
盤

整
備
を
同
一
視
す
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
換
地
を
伴
う
意
味

で
本
質
的
に
違
い
ま

す
。
お
互
い
先
祖
伝

来
の
田
甫
を
出
し
合

　この計画は昭和46年に
町政の基本的指針として

　過疎からの脱却」をめ
ざして樹立したもので、

今までにその目標年次で

あった昭和57年にむかっ

て数々の事業などを講じ
てきたにもかかわらず残
念ながらこの課題も達成

出来ず、去る48年に第1
回の検討を加えました。

　しかし、その後の社会

経済などの情勢が変化し

たことに伴い今回第二回

目の見なおしをやり、重
要課題も「過疎防止のた
めの産業振興と若い労働

力の定着化」というよう

に具体的に編成され、大

きさもB5版（週刊紙大：

で130頁位の中に　写真
や図表を多く使用し、わ

かり易くまとめてありま

っ
て
基
盤
整
備
を
や
る
と
い
う
事
は
、

明
治
初
期
の
廃
藩
置
県
に
似
た
土
地

に
関
す
る
意
識
革
命
で
あ
り
、
こ
の

成
功
こ
そ
私
は
過
疎
を
止
め
る
第
一

歩
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
動
、
意
識
革
命

が
ど
ん
な
に
こ
の
松
之
山
に
必
要
で

あ
る
か
を
ご
認
識
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
わ
が
松
之
山
町
の
住
民
は
、
そ
の
先
祖
伝
来

の
勤
勉
性
と
協
調
性
に
あ
わ
せ
強
靱
な
忍
耐
力

に
よ
っ
て
豪
雪
、
地
す
べ
り
、
急
傾
斜
で
狭
あ

い
な
田
畑
な
ど
の
き
び
し
い
自
然
条
件
と
交
通
、

文
化
・
教
育
な
ど
各
方
面
に
わ
た
っ
て
恵
ま
れ

な
い
社
会
条
件
の
中
で
営
々
と
し
て
生
活
を
築

き
上
げ
る
と
共
に
次
代
を
に
な
う
多
く
の
人
材

を
生
み
出
し
て
き
た
。

過
疎
の
現
実
と
克
服
へ
の
対
応

　
今
、
松
之
山
町
は
わ
が
国
経
済
の
高
度
成

長
の
過
程
で
人
口
の
流
出
が
進
み
、
三
十
か

ら
三
十
五
年
の
五
年
間
に
そ
の
減
少
率
が
七
、

七
％
だ
っ
た
の
が
、
四
十
五
年
か
ら
五
十
年

の
五
年
間
に
二
十
、
六
％
と
加
速
度
的
な
人

口
減
少
に
陥
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
の
推
移
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に
ま
か
せ
れ
ば
十
年
後
の
町
の
総
人

口
と
そ
の
年
令
別
構
成
を
示
す
“
人

ロ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
〃
は
深
刻
な
姿
に
変

っ
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
数
年
後
に
は
新
入
児
童
ゼ
・
が
予

想
さ
れ
る
小
学
校
が
数
校
あ
る
と
い

う
実
態
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
児
童

生
徒
の
減
少
が
及
ぽ
す
学
校
教
育
へ

の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
問
題
と
な

っ
て
い
る
し
、
若
年
層
の
他
産
業
流

出
は
、
極
端
な
農
業
後
継
者
不
足
を

招
い
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
営

農
業
に
励
む
青
年
た
ち
の
結
婚
難
さ

え
招
来
し
、
現
実
に
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
実
態
に
直
面
し

て
い
る
今
こ
そ
、
我
々
は
過
去
い
く

度
か
試
練
を
乗
り
こ
え
て
き
た
。

　
そ
の
英
知
の
結
集
に
よ
っ
て
「
過

疎
」
防
止
と
、
住
み
よ
い
松
之
山
町

の
建
設
に
向
か
っ
て
勇
敢
に
立
ち
上

が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
町
と
し
て
は
、
常
に
「
住

民
自
治
」
の
姿
勢
を
堅
持
し
な
が
ら

町
民
と
共
に
青
年
た
ち
が
こ
の
地
に

根
を
張
り
、
枝
を
咲
か
せ
る
よ
う
な

「
町
づ
く
り
」
へ
計
画
的
、
積
極
的

か
つ
意
欲
的
な
施
策
を
講
じ
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
場
合
「
過
疎
」
の
主
因
が
農

業
立
町
と
し
て
成
立
し
て
き
た
松
之

山
町
で
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

農
業
所
得
が
他
産
業
の
そ
れ
と
比
較

し
、
大
き
な
格
差
を
生
じ
、
出
稼
ぎ

な
ど
農
外
所
得
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
態
と
な
り
、
し
だ
い
に
生
活

基
盤
を
町
外
に
求
め
て
き
た
結
果
で

あ
る
と
い
う
認
識
の
上
に
立
っ
て
、

何
よ
り
も
農
業
を
中
心
と
し
た
産
業

の
振
興
に
最
大
の
力
点
を
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
産
業
の
振
興
と
い
う
政

策
課
題
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、
重

く
、
一
自
治
体
の
力
の
み
で
解
決
、

達
成
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。

　
町
は
こ
の
課
題
と
精
力
的
に
取
り

本
列
島
を
覆
っ
て
い
る
中
で
高
度
経

済
成
長
、
工
業
第
一
主
義
へ
の
反
省

と
、
世
界
的
な
食
糧
危
機
を
背
景
に

国
民
の
基
本
食
糧
の
安
定
確
保
へ
の

要
求
は
今
や
国
民
の
声
と
な
っ
て
い

る
。　
こ
の
こ
と
は
、
国
民
の
基
本
食
糧

と
し
て
の
米
を
は
じ
め
、
主
要
農
畜

産
物
の
産
地
で
あ
る
過
疎
地
が
改
め

て
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

組
む
一
方
、
国
県
に
対
し
て
も
国
・

県
政
の
立
場
で
強
力
に
振
興
策
を
図

る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
産
業
発
展
へ
の

　
　
　
　
新
し
い
息
吹
き

　
過
密
、
過
疎
と
い
う
凹
凸
現
象
と

工
業
優
先
が
も
た
ら
し
た
公
害
が
日

を
示
し
て
い
る
。

　
こ
こ
に
こ
そ
松
之
山

町
の
将
来
性
が
見
い
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
長
年
過
疎
に
ょ
っ
て

悩
ま
さ
れ
続
け
て
き
た

松
之
山
町
に
も
新
し
い

息
吹
き
が
見
ら
れ
る
。

浦
田
地
区
を
中
心
に

「
米
プ
ラ
ス
和
牛
」
経

営
で
農
業
所
得
を
増
大

し
、
出
稼
ぎ
を
解
消
し

た
見
事
な
実
践
例
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

　
特
に
二
十
代
、
三
十

代
の
若
い
人
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
て

い
る
点
に
注
目
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

彼
ら
の
中
に
は
最
近
良
き
伴
侶
を
得

た
何
組
か
の
夫
婦
も
お
り
、
仲
間
は

勿
論
こ
れ
か
ら
農
業
に
取
り
く
も
う

と
す
る
若
い
人
た
ち
に
も
大
き
な
勇

気
を
与
え
て
い
る
。

　
こ
の
芽
を
大
切
に
育
て
て
い
く
こ

と
が
町
農
政
の
基
本
課
題
で
な
け
れ

ぽ
な
ら
な
い
。

　
ひ
と
度
町
外
（
都
会
）
へ
進
出
し

た
青
年
た
ち
が
、
町
を
見
直
し
故
郷

へ
戻
り
た
い
と
す
る
“
U
タ
ー
ン
志

向
〃
が
強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
最
近

の
傾
向
も
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
こ
う
し
た
青
年
た
ち
の
新
し
い

「
働
き
場
所
」
の
確
保
は
農
業
の
振

興
と
共
に
、
町
政
の
重
要
課
題
と
な

ろ
う
。観

光
と
自
然
休
養
村
事
業

　
十
年
後
（
昭
和
六
十
年
）
の
町
姿

を
展
望
す
る
時
、
産
業
、
経
済
分
野

で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
「
農

協
」
の
在
り
方
を
真
剣
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
営
農
指
導
の
強
化
に
よ
り
、
農
協

の
本
来
の
姿
で
あ
る
「
生
産
活
動
」

を
活
発
化
す
る
と
い
う
基
本
を
踏
ま

え
、
組
合
員
の
選
択
を
尊
重
し
つ
つ

合
併
に
よ
る
組
合
強
化
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
わ
が
町
に
は
、
郡
内
唯
一
、
越
後

三
名
湯
の
一
つ
「
松
之
山
温
泉
」
が

あ
る
。

　
こ
の
温
泉
を
拠
点
と
し
て
周
囲
に

は
、
大
厳
寺
原
牧
場
が
あ
り
、
天
水

越
キ
ノ
コ
園
、
湯
山
栗
園
、
中
原
緬

羊
牧
場
が
あ
り
、
農
林
漁
業
資
料
館

農
産
物
加
工
場
な
ど
の
完
成
に
よ
り
、

残
さ
れ
た
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ

ー
の
建
設
を
待
っ
て
、
独
特
な
“
観

光
農
業
〃
の
ス
タ
ー
ト
も
間
近
で
あ

る
。
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年令別人ロ構成
（50．10．国調）

蟹鑛 70～ 麹灘

欝鱗 60～69 麟籔

難纏 50～59 欝雛

麹弱 40～49 鎌雛

＠
選拓 30～39 難錫

②
瑳難 20～29 叢搬

灘難 10～19 弼弼

箆難 0～9 撲蕪

　
町
民
の
大
き
な
期
待
を
担
っ
て
推

進
し
つ
つ
あ
る
こ
の
自
然
休
養
村
事

業
が
真
に
町
民
の
も
の
と
な
る
よ
う

そ
の
運
営
の
方
向
を
誤
る
こ
と
な
く

観
光
と
農
業
の
有
機
的
な
結
合
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
事
業
が
実
を
結
ぶ
た
め
に
は

観
光
客
に
よ
る
地
場
産
物
の
消
費
拡

、
大
と
、
喜
ば
れ
る
良
質
な
農
産
物
、

土
産
品
づ
く
り
が
前
提
と
な
ろ
う
。

　
そ
の
意
味
で
は
観
光
業
者
と
農
業

20％10％10％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

者
が
密
接
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、

常
に
創
造
性
を
発
揮
す
る
と
共
に
信

頼
さ
れ
る
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

交
通
体
系
と

　
　
　
広
域
市
町
村
圏

　
国
道
三
五
三
号
線
の
豊
原
燧
道
は

近
い
将
来
に
開
通
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
松
之
山
町
と
津
南
町

上
越
圏
と
十
日
町
圏
の
接
点
は
交
通

経
済
、
生
活
、
文
化
、
観
光
、
産
業

な
ど
各
分
野
に
わ
た
っ
て
新
し
い
段

階
を
迎
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
両
町
、
両
圏
域
の
連
携
を
深
め
て

い
く
な
ら
ぽ
松
之
山
町
住
民
に
新
し

い
分
野
が
開
か
れ
、
社
会
的
、
経
済

的
、
文
化
的
に
多
く
の
可
能
性
が
持

た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
意
味
で
松
之
山
町
は
「
上
越

圏
の
玄
関
口
」
と
し
て
発
展
の
可
能

性
を
持
つ
と
共
に
、
そ
の
役
割
の
重

要
性
を
町
民
と
と
も
に
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
国
道
三
五
三
号
線
が
全
線
開
通
す

れ
ば
国
鉄
上
越
線
へ
の
距
離
が
著
し

く
短
縮
さ
れ
、
生
活
、
文
化
に
大
き

な
改
革
を
持
た
ら
し
、
地
域
住
民
の

閉
鎖
性
の
解
消
に
大
き
な
意
義
を
持

つ
も
の
と
な
ろ
う
。

　
町
は
こ
の
開
通
が
数
年
後
に
迫
っ

て
い
る
今
、
町
勢
発
展
へ
結
び
つ
け

る
施
策
を
積
極
的
に
進
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
道
路
の
整
備
及
び
無
雪
化

は
年
と
と
も
に
進
み
上
越
市

方
面
へ
の
距
離
感
は
し
だ
い

に
解
消
さ
れ
、
若
い
人
た
ち

の
通
勤
を
可
能
と
す
る
交
通

条
件
も
整
い
っ
っ
あ
る
。

　
広
域
市
町
村
圏
の
中
枢
的

役
割
を
果
た
す
べ
き
こ
れ
ら

地
方
都
市
が
、
周
辺
町
村
の

働
き
場
所
を
求
め
て
い
る
若

い
労
働
力
を
吸
収
し
、
　
「
地

元
就
職
」
の
機
会
を
与
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
過
疎
地
の

若
者
流
出
防
止
に
一
役
買
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

雪
克
服
へ
の

　
　
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

豪
雪
地
住
民
の
期
待
を
担
っ
て

　
　
「
冬
期
集
落
保
安
要
員
制
度
」

　
　
も
緒
に
つ
い
た
。

　
こ
の
制
度
が
国
の
制
度
に

な
る
の
も
そ
う
遠
く
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
住
民
の
豪
雪
と
の
た
た
か

い
の
歴
史
が
そ
の
ま
ま
町
の

歴
史
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

が
、
こ
の
闘
い
は
将
来
も
力

強
く
、
果
て
し
な
く
続
け
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
雪
に
悩
ま
さ
れ

続
け
る
だ
け
で
な
く
、
住
民

に
は
雪
を
生
か
そ
う
と
す
る

英
知
が
あ
る
。

　
従
来
の
雪
に
対
す
る
受
け

身
の
姿
勢
か
ら
能
動
的
な
対
応
へ
と

住
民
の
心
は
大
き
く
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
長
年
に
わ
た
っ
て
耐
え
て
き
た

「
雪
克
服
」
へ
の
住
民
の
労
苦
を
「
雪

利
用
」
へ
と
変
え
て
ゆ
く
努
力
を
町

は
住
民
と
共
に
惜
し
む
も
の
で
は
な

い
。
　
冬
期
間
の
道
路
除
雪
、
圧
雪
体
制

の
強
化
を
一
段
と
進
め
、
豪
雪
に
よ
る

閉
鎖
性
を
乗
り
こ
え
健
康
的
で
明
る

い
「
雪
の
松
之
山
」
へ
と
町
づ
く
り

を
進
め
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
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冷
害
に
よ
る

イ
モ
チ
病
が
大
半

　
昨
年
の
稲
作
は
八
月
、
九
月
の
低

温
、
日
照
不
足
、
多
雨
に
加
え
て
、

穂
首
イ
モ
チ
の
全
域
発
生
と
遅
延
型

冷
害
に
よ
り
、
各
地
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
年
で
し
た
。

　
戦
後
で
一
番
冷
た
い
夏
で
あ
っ
た

た
め
開
花
授
精
作
用
を
妨
げ
、
登
熟

不
振
を
招
い
た
。

　
大
型
の
稲
億
ど
当
然
歩
合
が
悪
い

の
は
毎
年
の
二
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
日
照
不
足
で
は
特
に
影

響
が
大
き
く
、
ク
ズ
米
が
多
く
な
っ

た
。
又
、
低
温
多
湿
の
た
め
イ
モ
チ

病
菌
の
活
動
も
盛
ん
に
な
り
、
穂
首

イ
モ
チ
ヘ
の
感
染
を
容
易
に
し
た
。

　
更
に
連
日
の
雨
が
防
除
作
業
を
妨

げ
、
そ
の
効
果
が
半
減
し
た
。

　
地
域
ご
と
に
適
し
た
品
種
の
見
通

し
が
急
務
で
、
基
本
的
に
は
異
常
気

象
下
で
も
充
分
耐
え
得
る
健
康
な
稲

作
り
と
適
正
な
防
除
を
推
進
す
る
こ

と
が
安
定
多
収
穫
へ
の
早
道
と
い
え

ま
す
。

．
収
量
等
級
の
改
訂

　
昨
年
の
作
柄
で
も
共
済
に
か
か
ら

な
い
と
は
ー
今
ま
で
、
実
際
の
反

収
と
引
受
反
収
に
格
差
が
あ
っ
た
た

め
該
当
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
五
十
年
か
ら
二
年
間
に
わ

た
り
県
下
全
町
村
で
こ
の
作
業
を
進

品種別被害割合

め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
漸
く

終
了
し
、
五
十
二
年
度
分
か
ら
改
正
後

の
引
受
収
量
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
引
上
げ
に
な
る
収
量
は
、
町
平
均

十
ア
ー
ル
当
り
十
八
㎏
で
、
こ
の
引

上
げ
に
よ
っ
て
掛
金
は
今
ま
で
よ
り

十
ア
ー
ル
当
り
三
十
五
円
位
、
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

補
償
水
準
を
七
十
％
に
引
上
げ

　
農
作
物
共
済
へ
の
不
満
は
、
そ
の

補
償
水
準
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。　
そ
こ
で
、
五
十
二
年
度
分
か
ら
㎏

当
り
の
補
償
価
格
を
今
ま
で
二
百
二

十
円
だ
っ
た
も
の
を
、
二
百
七
十
円

ま
で
引
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
蚕
繭
共
済
に
も
、
桑
の
樹
皮

等
の
被
害
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

　
桑
葉
な
ど
が
、
野
兎
、
凧
の
害
に

よ
り
、
減
収
し
た
場
合
最
高
七
十
％

補
償
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
三
蚕
期
に
分
け
て
い

順位 品種名 作付面積 被害害恰

1 五百万石 お4アーノ 22．2％

2 シュウレイ 241 20．9

3 ホウネンワセ 艇5 196

4 コシホマレ 88 19．6

5 越路早生 餌1 17．2

6 フジミノリ 4，165 16．6

7一 コガネモチ 459 12．6

8 コシヒガリ 901 10．2

9 トヨニシキ 85 90
10 レ　イ　メ　イ 317 ＆8

昭和51年水稲品種別作付状況

る
補
償
を
、
同
一

蚕
期
に
二
回
以
上

掃
き
立
て
た
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
区

分
ご
と
に
支
払
額

を
決
定
し
ま
す
。

イ

モ

松
之
山
農
協

チ

助

　松腱農協

輸
松唄農協

　　　　驚

寧捗

　　　　　浦田農協

害

品　種　名 作付面積 割　合

1 フジミノ　リ 25，160a 34．7％

2 トドロキワセ 13，945 19．3

3 コシヒカ　リ 8，816 12．2

4
「
ホ
ウ
ネ ンワセ 4，307 5．9

5 レ　イ　メ　イ 3，612 5．0

6 五百万石 1，506 2．1

7・越路早生 1，398 1．9

8 シュウレイ 1，153 1．6

9 大　　　空 987 1．4

10 ミヨウジヨウ 964 1．3

農協別被害状況

区分

農協別

支払
共済金
被害別割合
いもち病 冷害 風水害

松之山
細
3
， 958
　％
84．90
　％
11．61

　％
2．95

松里 4，572 6〔）．19 36．48 331

布川 1，448 71．41 26．05 2．53

浦田 αお1 47．96 48．50 3．52

合計 1α3ω 63．64 記．99 321
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年令別人ロ構成
（50．10．国調）

蟹鑛 70～ 麹灘

欝鱗 60～69 麟籔

難纏 50～59 欝雛

麹弱 40～49 鎌雛

＠
選拓 30～39 難錫

②
瑳難 20～29 叢搬

灘難 10～19 弼弼

箆難 0～9 撲蕪

　
町
民
の
大
き
な
期
待
を
担
っ
て
推

進
し
つ
つ
あ
る
こ
の
自
然
休
養
村
事

業
が
真
に
町
民
の
も
の
と
な
る
よ
う

そ
の
運
営
の
方
向
を
誤
る
こ
と
な
く

観
光
と
農
業
の
有
機
的
な
結
合
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
事
業
が
実
を
結
ぶ
た
め
に
は

観
光
客
に
よ
る
地
場
産
物
の
消
費
拡

、
大
と
、
喜
ば
れ
る
良
質
な
農
産
物
、

土
産
品
づ
く
り
が
前
提
と
な
ろ
う
。

　
そ
の
意
味
で
は
観
光
業
者
と
農
業

20％10％10％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

者
が
密
接
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
、

常
に
創
造
性
を
発
揮
す
る
と
共
に
信

頼
さ
れ
る
観
光
地
づ
く
り
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

交
通
体
系
と

　
　
　
広
域
市
町
村
圏

　
国
道
三
五
三
号
線
の
豊
原
燧
道
は

近
い
将
来
に
開
通
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
松
之
山
町
と
津
南
町

上
越
圏
と
十
日
町
圏
の
接
点
は
交
通

経
済
、
生
活
、
文
化
、
観
光
、
産
業

な
ど
各
分
野
に
わ
た
っ
て
新
し
い
段

階
を
迎
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
両
町
、
両
圏
域
の
連
携
を
深
め
て

い
く
な
ら
ぽ
松
之
山
町
住
民
に
新
し

い
分
野
が
開
か
れ
、
社
会
的
、
経
済

的
、
文
化
的
に
多
く
の
可
能
性
が
持

た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
意
味
で
松
之
山
町
は
「
上
越

圏
の
玄
関
口
」
と
し
て
発
展
の
可
能

性
を
持
つ
と
共
に
、
そ
の
役
割
の
重

要
性
を
町
民
と
と
も
に
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
国
道
三
五
三
号
線
が
全
線
開
通
す

れ
ば
国
鉄
上
越
線
へ
の
距
離
が
著
し

く
短
縮
さ
れ
、
生
活
、
文
化
に
大
き

な
改
革
を
持
た
ら
し
、
地
域
住
民
の

閉
鎖
性
の
解
消
に
大
き
な
意
義
を
持

つ
も
の
と
な
ろ
う
。

　
町
は
こ
の
開
通
が
数
年
後
に
迫
っ

て
い
る
今
、
町
勢
発
展
へ
結
び
つ
け

る
施
策
を
積
極
的
に
進
め
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
道
路
の
整
備
及
び
無
雪
化

は
年
と
と
も
に
進
み
上
越
市

方
面
へ
の
距
離
感
は
し
だ
い

に
解
消
さ
れ
、
若
い
人
た
ち

の
通
勤
を
可
能
と
す
る
交
通

条
件
も
整
い
っ
っ
あ
る
。

　
広
域
市
町
村
圏
の
中
枢
的

役
割
を
果
た
す
べ
き
こ
れ
ら

地
方
都
市
が
、
周
辺
町
村
の

働
き
場
所
を
求
め
て
い
る
若

い
労
働
力
を
吸
収
し
、
　
「
地

元
就
職
」
の
機
会
を
与
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
過
疎
地
の

若
者
流
出
防
止
に
一
役
買
う

こ
と
に
な
ろ
う
。

雪
克
服
へ
の

　
　
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

豪
雪
地
住
民
の
期
待
を
担
っ
て

　
　
「
冬
期
集
落
保
安
要
員
制
度
」

　
　
も
緒
に
つ
い
た
。

　
こ
の
制
度
が
国
の
制
度
に

な
る
の
も
そ
う
遠
く
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

　
住
民
の
豪
雪
と
の
た
た
か

い
の
歴
史
が
そ
の
ま
ま
町
の

歴
史
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

が
、
こ
の
闘
い
は
将
来
も
力

強
く
、
果
て
し
な
く
続
け
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
雪
に
悩
ま
さ
れ

続
け
る
だ
け
で
な
く
、
住
民

に
は
雪
を
生
か
そ
う
と
す
る

英
知
が
あ
る
。

　
従
来
の
雪
に
対
す
る
受
け

身
の
姿
勢
か
ら
能
動
的
な
対
応
へ
と

住
民
の
心
は
大
き
く
転
換
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
長
年
に
わ
た
っ
て
耐
え
て
き
た

「
雪
克
服
」
へ
の
住
民
の
労
苦
を
「
雪

利
用
」
へ
と
変
え
て
ゆ
く
努
力
を
町

は
住
民
と
共
に
惜
し
む
も
の
で
は
な

い
。
　
冬
期
間
の
道
路
除
雪
、
圧
雪
体
制

の
強
化
を
一
段
と
進
め
、
豪
雪
に
よ
る

閉
鎖
性
を
乗
り
こ
え
健
康
的
で
明
る

い
「
雪
の
松
之
山
」
へ
と
町
づ
く
り

を
進
め
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

一4一

Il”””II””1””1広報まつのやま　．Nα5811”1

冷
害
に
よ
る

イ
モ
チ
病
が
大
半

　
昨
年
の
稲
作
は
八
月
、
九
月
の
低

温
、
日
照
不
足
、
多
雨
に
加
え
て
、

穂
首
イ
モ
チ
の
全
域
発
生
と
遅
延
型

冷
害
に
よ
り
、
各
地
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
年
で
し
た
。

　
戦
後
で
一
番
冷
た
い
夏
で
あ
っ
た

た
め
開
花
授
精
作
用
を
妨
げ
、
登
熟

不
振
を
招
い
た
。

　
大
型
の
稲
億
ど
当
然
歩
合
が
悪
い

の
は
毎
年
の
二
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
日
照
不
足
で
は
特
に
影

響
が
大
き
く
、
ク
ズ
米
が
多
く
な
っ

た
。
又
、
低
温
多
湿
の
た
め
イ
モ
チ

病
菌
の
活
動
も
盛
ん
に
な
り
、
穂
首

イ
モ
チ
ヘ
の
感
染
を
容
易
に
し
た
。

　
更
に
連
日
の
雨
が
防
除
作
業
を
妨

げ
、
そ
の
効
果
が
半
減
し
た
。

　
地
域
ご
と
に
適
し
た
品
種
の
見
通

し
が
急
務
で
、
基
本
的
に
は
異
常
気

象
下
で
も
充
分
耐
え
得
る
健
康
な
稲

作
り
と
適
正
な
防
除
を
推
進
す
る
こ

と
が
安
定
多
収
穫
へ
の
早
道
と
い
え

ま
す
。

．
収
量
等
級
の
改
訂

　
昨
年
の
作
柄
で
も
共
済
に
か
か
ら

な
い
と
は
ー
今
ま
で
、
実
際
の
反

収
と
引
受
反
収
に
格
差
が
あ
っ
た
た

め
該
当
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
五
十
年
か
ら
二
年
間
に
わ

た
り
県
下
全
町
村
で
こ
の
作
業
を
進

品種別被害割合

め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
漸
く

終
了
し
、
五
十
二
年
度
分
か
ら
改
正
後

の
引
受
収
量
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
引
上
げ
に
な
る
収
量
は
、
町
平
均

十
ア
ー
ル
当
り
十
八
㎏
で
、
こ
の
引

上
げ
に
よ
っ
て
掛
金
は
今
ま
で
よ
り

十
ア
ー
ル
当
り
三
十
五
円
位
、
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

補
償
水
準
を
七
十
％
に
引
上
げ

　
農
作
物
共
済
へ
の
不
満
は
、
そ
の

補
償
水
準
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。　
そ
こ
で
、
五
十
二
年
度
分
か
ら
㎏

当
り
の
補
償
価
格
を
今
ま
で
二
百
二

十
円
だ
っ
た
も
の
を
、
二
百
七
十
円

ま
で
引
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
蚕
繭
共
済
に
も
、
桑
の
樹
皮

等
の
被
害
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

　
桑
葉
な
ど
が
、
野
兎
、
凧
の
害
に

よ
り
、
減
収
し
た
場
合
最
高
七
十
％

補
償
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
三
蚕
期
に
分
け
て
い

順位 品種名 作付面積 被害害恰

1 五百万石 お4アーノ 22．2％

2 シュウレイ 241 20．9

3 ホウネンワセ 艇5 196

4 コシホマレ 88 19．6

5 越路早生 餌1 17．2

6 フジミノリ 4，165 16．6

7一 コガネモチ 459 12．6

8 コシヒガリ 901 10．2

9 トヨニシキ 85 90
10 レ　イ　メ　イ 317 ＆8

昭和51年水稲品種別作付状況

る
補
償
を
、
同
一

蚕
期
に
二
回
以
上

掃
き
立
て
た
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
区

分
ご
と
に
支
払
額

を
決
定
し
ま
す
。

イ

モ

松
之
山
農
協

チ

助

　松腱農協

輸
松唄農協

　　　　驚

寧捗

　　　　　浦田農協

害

品　種　名 作付面積 割　合

1 フジミノ　リ 25，160a 34．7％

2 トドロキワセ 13，945 19．3

3 コシヒカ　リ 8，816 12．2

4
「
ホ
ウ
ネ ンワセ 4，307 5．9

5 レ　イ　メ　イ 3，612 5．0

6 五百万石 1，506 2．1

7・越路早生 1，398 1．9

8 シュウレイ 1，153 1．6

9 大　　　空 987 1．4

10 ミヨウジヨウ 964 1．3

農協別被害状況

区分

農協別

支払
共済金
被害別割合
いもち病 冷害 風水害

松之山
細
3
， 958
　％
84．90
　％
11．61

　％
2．95

松里 4，572 6〔）．19 36．48 331

布川 1，448 71．41 26．05 2．53

浦田 αお1 47．96 48．50 3．52

合計 1α3ω 63．64 記．99 321
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ぜ
い
む
の
窓
ロ

　
ニ
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま

で
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
と
、
納

税
期
間
で
す
。

　
申
告
の
必
要
が
、
あ
る
方
は
期
間

内
に
。
還
付
を
受
け
る
方
は
、
期
間

後
で
も
結
構
で
す
。

　
早
目
に
、
税
務
署
へ
申
告
し
て
下

さ
い
。

　
譲
渡
所
得
、
贈
与
税
に
該
当
す
る

方
も
、
忘
れ
ず
期
限
内
に
。

　
所
得
税
か
ら
住
宅
取
得
控
除
が
受

　
昭
和
五
十
一
年
ま
で
の
十
年
間
に
自
分
が
住
む
た

め
の
住
宅
を
新
築
し
た
方
。
床
面
積
は
、
一
六
五
㎡

（
五
十
坪
）
以
下
で
、
　
（
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
三

十
一
日
以
前
は
一
二
〇
㎡
）
あ
る
こ
と
。

　
控
除
期
間
は
三
年
間
で
、
給
与
所
得
者
は
二
年
目

か
ら
、
年
末
調
整
の
と
き
に
控
除
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

▼
家
屋
登
記
簿
抄
本
▼
請
負
契
約
書
、
　
▼
住
民
票

　
の
写
。　　　　　　　　　　　務　　　　　　　　税嚢

　　　　　難　　　蝿　　醤嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
6
子

　
　
　
　
　
　
　
　
小
房

　
　
　
　
　
　
　
　
山
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
之
、

　
　
　
　
　
　
　
　
松
イ

ラ
ま
で
は
家
に
帰
っ
て
も

を
せ
ず
、
テ
レ
ビ
を
見

し
て
テ
ス
ト
の
前
の
日

に
な
る
と
あ
わ
て
て
勉

を
や
っ
た
。

あ
と
わ
ず
か
で
中
学
生
。

中
学
生
に
な
っ
て
か
ら

く
い
の
な
い
よ
う
な
小

学
校
生
活
を
送
リ
た
い
。

舎所得税から
住宅控除が

　
中
学
生
に
な
る
と
初
め
て
習
う
英
｝
　
ぼ
く
は
本
を
い
っ
ぱ
い
よ
み
た
い

語
も
あ
る
し
、
小
学
校
の
テ
ス
ト
と
ち
｝
と
お
も
い
ま
す
。

が
う
の
で
今
年
こ
そ
勉
強
の
予
習
や
…
　
だ
っ
て
さ
・
本
を
よ
む
と
か
ん
じ

復
習
を
よ
く
や
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
。
…
も
お
ぼ
え
ら
れ
る
し
、
ま
ち
が
え
な

　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
毎
年
入
賞
出
来
㎜
い
で
本
を
よ
め
る
か
ら
さ
。

な
か
っ
た
け
ど
去
年
五
位
に
な
っ
た
｝
　
そ
う
し
て
ぼ
く
は
本
を
よ
む
は
か

の
で
と
て
も
自
信
が
つ
い
た
。
　
　
　
｝
せ
に
な
っ
た
ら
な
。
と
お
も
い
ま
す
。

　
漢
字
の
テ
ス
ト
は
前
の
日
に
あ
わ
｝
　
ほ
ん
と
う
に
は
か
せ
に
な
れ
る
か

て
て
練
習
を
や
っ
た
の
で
よ
い
点
燃
塞
、
だ
け
ど
ぼ
く
だ
っ
て
本
を
よ

　土地の負担調整措置など、固定資産

税の賦課方法が、年々複雑化してぎて

いるため県内など各町村でこの事務の

電算化が進められてきましたが、当町

でも郡内の各町村と共に52年度分か

ら電算に委託することになりました。

　電算事務になると色々な制約があり

例えば氏名はカタカナになりますので

馴れるまでは、ご迷惑をおかけすると

思いますが、ご了解をお願いします。

　また、不動産登記法の改正により、

上地の畦畔制度は既に廃止されていま

すが固定資産税も、52年度分から、そ

のようになります。　　　　　　　＿

と
れ
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
…

が
最
高
点
が
と
れ
た
の
で
と
て
も
う
㎜

れ
し
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
今
年
も
こ
の
よ
う
に
勉
強
に
も
、
　
㎜

ス
ポ
ー
ツ
に
も
自
信
を
も
ち
、
努
力
を
㎜

忘
れ
な
い
で
が
ん
ば
り
た
い
と
思
う
。
…

ム
7
灘
難
磁

　
　
　
箋
　
　
　
　
讃

　
　
　
　
　
　
、
り
♪
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　，づニノク

ー 　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
し
い
年
が

　
　
　
　
　
　
　
　
や
っ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
ん
昨
年
を
ふ
り
か

　
　
　
　
　
　
ぺ
も

　
　
　
　
　
－
子
え
っ
て
み
る
と

　
　
　
　
　
中
好
い
ろ
い
ろ
な
事

　
　
　
　
　
山
　
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
之
野

　
　
　
　
　
松
重
　
　
し
か
し
中
学

　
　
　
　
　
　
　
　
に
入
学
し
て
一

年
目
の
せ
　
カ
、
わ
か
ら
な
い
事
ば

か
り
て
あ
れ
や
こ
れ
や
で
「
あ
っ
」

と
い
う
間
に
一
年
が
終
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。

　
何
を
す
る
に
も
落
ち
つ
き
が
な
く

ふ
わ
ふ
わ
気
分
が
ぬ
け
な
か
っ
た
。

　
何
を
す
る
に
も
上
級
生
の
人
た
ち

に
お
世
話
に
な
っ
た
。
特
に
部
活
動

こ
れ
ま
で
吹
け
る
様
に
な
っ
た
の
は

ん
で
い
る
よ
。

　浦田小1
竹内　福栄くん

　
　
う
ぷ
声

高
橋
明
也
　
一
行
の
二
男
　
天
水
島

福
原
政
美
　
久
善
の
三
男
　
坪
　
野

　
　
お
く
や
み

田
辺
　
カ
ク
働

高
橋
幸
作
⑯

保
坂
マ
ツ
ノ
㈹

鈴
木
信
太
郎
㈱

涌
井
　
ン
イ
㈹

高
橋
キ
ミ
ィ
6⑤

小
野
塚
マ
セ
㈱

相
沢
幸
子
G
9

村
山
吉
太
郎
⑬

高
沢
　
ミ
キ
㎝

五下樋中光
＋蝦
畢池田尾間

与　中文親
え南　ぜし
ん　島んき

中
　
尾

東
　
川

小
　
谷

坪
　
野

大
荒
戸

中
　
村

　
下
源
　
七

　
東
村
　
上

み
ん
な
先
輩
の
お
か
げ
だ
。

　
で
も
ま
だ
ま
だ
先
輩
の
よ
う
に
う

ま
く
い
か
な
い
。
こ
の
他
専
門
部
な

ど
で
も
上
級
生
に
た
よ
り
き
っ
て
い

た
。　
二
年
生
に
な
っ
た
ら
そ
う
は
い
か

な
い
。
上
級
生
に
た
よ
る
側
で
は
な

く
、
今
度
入
学
し
て
く
る
一
年
生
に

た
よ
り
に
さ
れ
る
側
に
な
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
だ
。
学
校
の
事
な
ど

今
年
の
先
輩
を
見
な
ら
い
よ
く
教
え

て
や
り
た
い
と
田
心
う
。

　
一
年
生
と
【
し
ょ
に
な
っ
て
う
か

れ
た
気
持
に
な
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。

そ
ん
な
時
こ
そ
上
級
生
が
し
っ
か
り

し
て
生
活
が
乱
れ
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

　
そ
う
す
れ
ば
自
然
に
一
年
生
だ
っ

て
上
級
生
を
見
な
ら
う
だ
ろ
う
。

　
そ
う
な
れ
ば
み
ん
な
楽
し
い
学
校

生
活
が
送
れ
る
だ
ろ
う
。
と
に
か
く

一
年
生
の
よ
い
手
本
に
な
る
よ
う
ぜ

が
け
た
い
。

　
中
学
時
代
で
も
っ
と
も
ゆ
と
り
の

あ
る
時
は
二
年
生
の
時
だ
と
思
う
。

　
一
年
生
の
時
は
中
学
に
な
れ
ず
な

ん
だ
か
落
ち
つ
き
が
な
い
し
、
三
年

生
に
な
る
と
進
学
の
事
が
あ
る
か
ら

だ
。
そ
の
点
二
年
生
は
別
に
何
も
な

い
の
で
あ
ん
が
い
ゆ
と
り
の
あ
る
一

年
を
送
れ
る
と
思
う
。

　
そ
し
て
今
年
、
私
は
二
年
生
な
の

だ
。
何
事
も
一
し
ょ
う
け
ん
め
い
が

ん
ば
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
私
は
毎
年
な
ん
と
な
く
年
が
あ
け

な
ん
と
な
く
一
年
が
終
っ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
事
が
多
か
っ
た
の
で
今
年

こ
そ
は
「
こ
の
一
年
よ
く
や
っ
た
」

と
思
え
る
充
実
し
た
一
年
に
し
た
い

と
思
う
。
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